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第８回高砂市総合計画審議会（全体会） 

議事録【要旨】 

 

開 催 日 時 平成 23年２月 10日（木） 午後２時 00分～午後２時 50分 

開 催 場 所 南庁舎５階大会議室 

会 長 近藤委員 

出 席 者 

近藤委員、谷口委員、田端委員、稲田委員、伊保委員、喜始委員 

北野委員、國分委員、作間委員、中野委員、前田委員、松本委員 

森本委員、米田委員、石原委員、紙谷委員、砂川委員、辻委員 

渡邊委員、髙岡委員（２０名） 

欠 席 者 
赤木委員、伊藤隆委員、伊藤勝之委員、大上委員、柿木委員、中井委員、

山名委員、坂口委員、田中委員、宮野委員（１０名） 

報 告 

 

（１）高砂市総合計画について 

 

資 料 

①第４次高砂市総合計画基本計画（案） 

②第４次高砂市総合計画基本計画（案）新旧対照表 

③高砂市文化振興条例(案)の骨子 
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議        事        の        経        過 

発 言 者 発 言 内 容 

 １．開 会 

  

事務局 ただいまより第８回高砂市総合計画審議会を開催する。 

  

 ２．あいさつ 

  

会長 高砂市総合計画審議会第８回全体会のご案内を差し上げましたところ、大変

お忙しいなか、ご出席をたまわりありがとうございました。 

昨年の７月 23 日の全体会におきまして、第４次高砂市総合計画（案）の答

申を登市長に行いました。その後、市として案を整理し、議会の方に提案され

たと伺っております。 

本日は、審議会の答申を受けて、市がどういう案にまとめられ、また議会で

どういう結果をいただいたのかということについて報告をいただこうと思っ

ています。皆さま方のご協力のもと、本日も進めてまいります。 

  

市長 皆さん、こんにちは。皆さん方につくっていただいた基本構想は、昨年 12

月市議会定例会で原案どおり可決されました。基本計画については、議会の特

別委員会でさまざまな角度から議論をいただき、そのうえで何点かご意見もい

ただきました。その意見を受けまして、修正させていただいた箇所については、

本日、報告をさせていただきたいと思っています。 

この総合計画が絵に描いた餅にならないように、本当にこれから進んでいく

うえでの道のりをきちんとあらわして、そこを歩いていっているなということ

が分かるように、具体的に施策を進めてまいりたいと思っています。 

この基本構想のなかに、「健康」「環境」「文化」と謳っておりますが、文化

の面で、高砂市文化振興条例を策定したいと思っています。現在、パブリック

コメントを実施中ですが、できましたらこの審議会でご意見もお伺いしたいと

思っています。どうかよろしくお願いします。 

  

事務局 本日の会議は、出席 20名、欠席者 10名、審議会条例第５条第３項の規定に

より、過半数が出席されているため会議が成立していることを報告する。また、

当審議会は、高砂市総合計画審議会の運営に関する規程に基づき公開としてい

る。 

○資料確認 

市長は所用のため、退席。 
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本日の会議は会議次第により進行する。今後の進行は近藤会長にお願いす

る。 

  

 ３．報告  

  

会長 （１）高砂市総合計画について事務局から説明いただく。 

  

事務局 ○（１）高砂市総合計画について説明 

基本計画の主な修正箇所について説明。  

 （特別委員会での意見・指摘をふまえ、庁内で検討し修正した。 

  主な修正内容について、できるだけ計画内容は言い切る表現に修正。まち

づくり指標は、市民が分かりやすい指標に修正。分かりにくい言葉に注釈

を追加。） 

  

会長 基本構想は答申の原案通り可決され、基本計画は市議会特別委員会で指摘の

あった点を修正したということである。 

以上について何か質問、意見等あれば発言いただきたい。 

私から一つ質問する。まちづくり指標の入れ替えについて、原案のまちづく

り指標は適切ではないのでほかの指標と交換してほしいという言い方だった

のか、具体的にこの指標と交換してほしいという言い方だったのか、どのよう

な指摘があったのか。 

  

事務局 具体的にこの指標に交換してくださいではなく、もう少し分かりやすいまち

づくり指標はないかというような指摘だった。担当課と協議しながら検討し

た。 

  

会長 承知した。ほかに何か意見はないか。 

  

各委員  異議なし。 

  

会長  異議なしとのこと、承知した。 

これにて議題が終了した。この会議終了後、意見がある場合は事務局までご

一報願いたい。 

  

事務局  意見がある場合は２月 15 日までに連絡いただきたい。いただいたご意見に

ついては、会長、副会長と協議する。 

  

 ４．その他 
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事務局 ○その他について説明 

現在、冊子の作成作業に入っており、写真やイラストを検討している。３月

中に冊子を作成し、各委員さんに配付する予定である。「てにをは」や誤字脱

字の修正については、会長、副会長、事務局に一任願いたい。 

審議会委員の任期は２年ということになっているため、本日で任期終了とな

る。長期間にわたり、貴重なご意見ありがとうございました。 

  

会長  続けてもう一件報告願う。 

  

事務局  現在、高砂市では高砂市文化振興条例の制定を検討している。それについて、

この総合計画審議会委員の皆さんにご意見をお伺いしたい。資料に基づき、担

当から説明する。 

  

事務局 ○高砂市文化振興条例案（骨子）について説明 

  

会長 ただいまの説明について何か意見、要望はあるか。 

私から一つ。文化活動を推進するという感じのニュアンスであるが、例えば、

文化遺産の保存も含まれていると解釈してよいか。 

  

事務局  「文化芸術振興基本法」には、文化財の保存および活用ということも含まれ

ているため、市としても文化遺産の保存を実施していきたいと考えている。 

  

会長  承知した。ほかに意見はないか。 

  

委員  ４ページの１番に、文化に関する事務を教育委員会から市長部局へ移管する

ことにより、と書いてあるが、分かりにくいので詳しく説明いただきたい。 

  

事務局  高砂市では、平成 23 年４月から組織改正を行うが、その改正のなかで、い

ままで教育委員会が所掌していた文化の事務、スポーツの事務を市庁部局に移

管することとなった。それに伴い、健康市民部を健康文化部に改編し、そのな

かにくらしと文化室を設け、さらにそのなかに文化スポーツ課を設ける。文化

財に関しては、これまで通り教育委員会が所掌するため、文化財をのぞいた文

化の部分を新しいくらしと文化室の文化スポーツ課で担当することになる。 

  

会長  そのほか意見はないか。 

  

事務局 会議後に意見がある場合は、現在、パブリックコメントを実施しているので、

パブリックコメントでご意見をいただきたい。２月 14日が締め切りである。 
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会長 以上で予定していた議事を終了する。最後、両副会長に締めていただく。 

  

副会長 本日はお忙しいなか、お集まりいただきましてありがとうございました。 

今日は文化行政の話が出ましたのでひとことだけ申しあげますと、最近、ソ

フトパワーという言葉がございます。これはジョセフ・ナイというアメリカの

政治学者が唱えた言葉です。戦争のようなハードパワーではなく、文化の力と

か、あるいは市民力といいますか、そういったものをもってして世界に対して

発進力を強めていくという議論です。 

まさにこれから日本は成熟社会を迎えます。その成熟化した国家が持つ強み

とは何かというと、やはり文化やソフトパワーではないかと。そういう意味で

は、高砂市が今度考えられている文化の創造といったことは大変重要なことだ

と思います。文化とはカルチャー、カルチャーというのは耕していくというこ

とですから、あらたに文化の種をまいて耕していき、葉を茂らせていくことは

重要です。 

その基盤になるのがこの基本構想をつくっていただいた市民の力であると

私は考えています。ぜひとも文化の面は、一つの成果であると位置付けていた

だいて、また、市民が培う文化とは何ぞやとか、市民が培う市民力とは何ぞや

ということを事あるごとに皆さんの意見をいただければと思います。ありがと

うございました。 

  

副会長 私は、主に第３部会、福祉とか教育のあたりを担当してまいりました。とり

わけ第３部会の部会長およびその部会の委員の皆さま方、本当にお疲れさまで

した。 

私自身、総合計画にかかわらせていただいたてまえ、この 10 年間は高砂市

を注視してまいりたいと思います。現時点では、この総合計画はまだ単なる本

であろうかと思います。10年後にこれが悪い意味でほこりをかぶった本になっ

ているのか、あるいは逆に、いまさら何を言っているんだというぐらい、いい

意味でほこりをかぶっているのか、それにつきましては、私も含めた、ここに

参加された方々や市民の方々、議員さん、すべてに関係することだと思います

が、いわゆる無関心であるかどうかというところが左右するのかなというふう

にも思っています。ナイチンゲールも、愛の反対は憎しみではなく、無関心で

あると言っています。これが一番恐いんだと。そういう高砂市であってはなら

ないと思いますし、何らかのかたちで私も参加させていただければと思います

ので、今後ともよろしくお願いいたします。ありがとうございました。 

  

 ５．閉 会 

  

会長  特別委員会の方が 10 回も議論していただき、われわれの足らざるところを

ていねいに見ていただいたということで、大変ありがたく思っています。議会
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の議員も市民代表ですが、ここにお集まりの皆さん方も市民代表です。大変い

い関係ができあがってくるのではないかと思います。市長部局だけに任せるの

ではなく、いろいろな意味での市民代表が相互に意見を交換し、今後ともこう

いうかたちで進んでいけば非常にいいまちづくりができていくんではないか

と思いました。われわれはこれで退散ということになりますが、皆さま方は今

後いろいろな機会で市政にタッチされると思いますので、どうぞよろしくお願

い申し上げます。では、これにて閉会いたします。ありがとうございました。 

 


